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星
野
幸
代
・
洪
郁
如
・
薜
化
元
・
黄
英
哲 

編

台
湾
映
画
表
象
の
現い

ま在 
─
─
可
視
と
不
可
視
の
あ
い
だ

〈
あ
る
む
、
二
〇
一
一
年
七
月
、
二
六
六
頁
〉

　
二
〇
一
二
年
一
月
、台
湾
で
は
初
の
総
統
・

立
法
院
議
員
の
同
日
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
総

統
選
で
は
国
民
党
の
馬
英
九
候
補
の
再
選
が

決
定
し
た
。
こ
の
選
挙
結
果
に
関
す
る
多
種

多
様
な
見
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
馬
政
権
二
期
目
の
舵
取
り
が
容
易

で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
だ
。

　
そ
の
要
因
を
台
湾
に
則
し
て
考
え
る
な

ら
、
台
湾
と
い
う
島
に
在
る
中
華
民
国
の
立

ち
位
置
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
振
る
舞
い

が
依
然
と
し
て
判
然
と
し
な
い
か
ら
で
は
な

か
ろ
う
か
。
い
い
か
え
る
な
ら
政
治
・
経

済
・
文
化
・
人
的
交
流
な
ど
の
面
で
“
大
陸

に
繋
が
る
台
湾
”
と
し
て
対
岸
の
中
華
人
民

共
和
国
に
向
き
合
う
の
か
。
そ
れ
と
も
“
大

陸
と
は
切
り
離
さ
れ
た
台
湾
”
と
し
て
対
岸

の
み
な
ら
ず
世
界
に
向
か
う
道
を
模
索
す
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
台
湾
文
化

表
象
の
現い

ま在
│
│
響
き
あ
う
日
本
と
台
湾
』

の
姉
妹
編
に
当
た
る
本
書
は
、
二
〇
一
〇
年

晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
、
関
西
学
院
大
学
、

名
古
屋
大
学
、
一
橋
大
学
で
連
続
的
に
行
わ

れ
た
台
湾
映
画
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
の
講
演
と
報
告
を
基
に
し
て
編
ま
れ
て

い
る
。

　
本
書
は
、「
一
九
八
〇
年
代
初
期
、
若
い

映
画
人
た
ち
」
に
よ
っ
て
台
湾
の
映
画
界
に

開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
「
全
く
新
し
い
一

ペ
ー
ジ
」
と
し
て
の
「
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ

マ
」
を
中
心
に
論
じ
た
「
Ⅰ 

微
光
と
陽
光

の
修
辞
学
│
│
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
か
ら
電

影
新
世
代
へ
」
と
、
一
九
九
三
年
に
台
湾
で

発
掘
さ
れ
た
「
日
本
統
治
時
代
に
撮
影
さ
れ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
数
々
」
の
分

析
を
軸
に
、
最
近
の
台
湾
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
作
品
を
論
じ
た
「
Ⅱ 

転
位
す
る
記
憶

と
記
録
│
│
台
湾
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
現

場
」
の
前
後
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　「
Ⅰ
」
に
は
六
本
、「
Ⅱ
」
に
は
八
本
の
論

文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
共
に
大
部
分
が

台
湾
の
映
像
作
家
や
研
究
者
の
作
品
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
広
い
意
味
で
の
現
代
の
台

湾
映
画
人
の
台
湾
映
画
が
抱
え
る
問
題
や
映

画
と
い
う
表
現
方
法
に
対
す
る
不
満
、
苛
立

ち
、
焦
り
、
反
省
な
ど
が
行
間
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
そ
の

ま
ま
一
種
宙
ぶ
ら
り
ん
状
態
の
ま
ま
に
推
移

す
る
“
台
湾
の
現
在
”
に
繋
が
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　
編
者
の
一
人
で
あ
る
星
野
幸
代
は
、
我
が

国
を
襲
っ
た
「
３
・
11
」
へ
の
台
湾
か
ら
の

迅
速
で
篤
い
支
援
に
「
台
日
関
係
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
た
」
と
語
る
。
一
方
、
同
じ
く
編

者
の
洪
郁
如
は
「
近
代
以
降
の
台
湾
社
会
の

複
雑
性
と
重
層
性
」
が
「
台
湾
映
画
は
つ
ね

に
台
湾
社
会
の
歴
史
と
結
び
付
け
て
鑑
賞
さ

れ
る
」
性
格
を
も
た
ら
し
た
と
し
た
後
、

「
映
画
を
テ
ク
ス
ト
と
す
る
文
学
、
歴
史

学
、
社
会
学
研
究
の
間
で
も
、
学
問
領
域
の

伝
統
と
特
質
か
ら
く
る
視
点
と
方
法
論
の
異

同
」
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
と
す

る
。

　
星
野
、
洪
の
両
者
の
呟
き
を
基
点
に
、
さ

ら
に
深
化
し
た
台
湾
映
画
論
を
期
待
し
た

い
。 

（
樋
泉
克
夫
）


